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ロ
シ
ア
大
使
館
に
も
送
付 

 

こ
の
決
議
を
日
本
政
府
と
と
も
に
ロ
シ
ア
大
使
館
に
送
付

し
ま
す
。
こ
れ
を
審
議
す
る
全
員
協
議
会
で
砂
田
市
議
は
、

「
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
発
を
攻
撃
し
た
」
と
飛
び
込

ん
だ
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
強
く
抗
議

し
ま
し
た
。
回
り
の
議
員
た
ち
も
「
原
発
を
攻
撃
す
る
と
は

と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
」
と
口
々
に
怒
り
の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。 

  

提
案
理
由 

 

「
一
方
的
な
現
状
変
更
は
明
白
な
国
際
法
違
反
」 

 

小
矢
部
市
議
会
は
こ
の
決
議
を
提
案
し
た
理
由
と
し
て
、

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
は
、
国
際
社
会
の
平
和

と
安
全
を
著
し
く
損
な
う
暴
挙
で
あ
る
」
と
非
難
し
ま
し

た
。
「
武
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
は
、
国
際

秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
明
白
な
国
際
法
違
反
で
あ
り
、
断

じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
糾
弾
。
ロ
シ
ア
に
対
し
て

「
国
際
法
を
遵
守
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
と
平
和
的
解

★ 

石
動
第
２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

４
月
開
設 

定
員
６
０
名
に
８
０
名
が
希
望 

 

石
動
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
る
石
動
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
横
に
、
新
た
に
石
動
第
２
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
ま
す
。
定
数
６
０
名
の
と
こ
ろ
、
新
年
度

の
希
望
を
と
っ
た
ら
８
０
名
に
な
っ
た
の
で
、
４
月
開

設
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
２
１
年
度
３
月
補
正
予
算
で

４
２
２
万
６
千
円
の
債
務
負
担
行
為
を
し
ま
す
。
開
設

作
業
は
３
月
中
に
行
い
ま
す
が
、
２
２
年
度
に
支
払
い

を
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
す
。 

議
案
説
明
が
行
わ
れ
た
４
日
の
全
員
協
議
会
で

砂
田
市
議
は
、
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
国
で
は
定

員
４
０
名
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
ま

で
の
定
員
６
０
名
は
多
す
ぎ
た
。
コ
ロ
ナ
の
こ
と
も

あ
る
し
、
こ
れ
を
機
会
に
定
員
４
０
名
に
抑
え
る
よ

う
に
工
夫
で
き
な
い
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
民

生
部
長
は
検
討
し
て
み
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

★ 

石
動
駅
北
地
区
調
査
事
業
費 

２
５
０
万
円 

 

Ｊ
Ａ
い
な
ば
本
店
が
松
沢
地
区
へ
移
転
し
、
Ａ
コ
ー

プ
も
閉
店
し
ま
す
。
そ
の
跡
地
を
含
め
、
石
動
駅
北
地

区
４
・
３
ｈ
ａ
に
お
い
て
、
現
地
測
量
に
よ
る
現
況
平

面
図
を
作
成
し
、
今
後
の
企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
の
検

討
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。 

こ
の
問
題
で
は
昨
年
１
２
月
議
会
で
、
企
画
政
策
部

長
が
「
新
た
な
区
画
整
理
事
業
等
を
行
う
予
定
は
な
い

が
、
無
秩
序
な
土
地
の
利
用
は
で
き
る
限
り
避
け
た

い
。
・
・
民
間
の
立
地
を
促
し
て
い
き
た
い
。
・
・
ど

の
よ
う
な
施
設
が
必
要
で
、
誘
致
す
べ
き
な
の
か
を
示

し
て
い
き
た
い
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
適
切
に
と
ら
え
て
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
、
責
任
を
持
っ
て
策
定
す
べ
き
」

（
加
藤
議
員
へ
の
答
弁
）
と
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
誘
致
す
べ
き
施
設
の
一
つ
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
等
が
検
討
さ
れ
る
」

（
山
室
議
員
へ
の
答
弁
）
と
答
え
て
い
ま
す
。 

懸
念
さ
れ
る
の
は
企
業
誘
致
が
で
き
な
く
て
、
都

市
再
開
発
事
業
に
突
き
進
む
こ
と
で
す
。
そ
う
な
る

と
、
市
に
巨
額
の
財
政
負
担
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
事
例
は
県
内
で
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。 

 

★ 

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成 

７
５
万
円 

 

先
天
性
聴
覚
障
害
の
出
現
頻
度
は
１
０
０
０
人

に
１
，
２
人
と
い
わ
れ
、
新
生
児
期
に
早
期
発
見
早

期
療
養
を
図
り
、
聴
覚
障
害
に
よ
る
言
語
発
達
等
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
新
生
児
聴
覚
検

査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
上
限
５
千
円 

 

★ 

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
推
進
事
業
費 

１
０
万
円 

 
 

★ 

公
共
交
通
先
進
地
事
例
研
究  

１
２
万
円 

フ
ル
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
長
野
県
佐
久
市
） 

自
動
運
転
バ
ス
（
茨
城
県
境
町
）
な
ど 

日
本
共
産
党
小
矢
部
西
部
支
部
で
は
６
日
午

後
、
津
沢
で
街
頭
宣
伝
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
近

く
の
男
性
が
話
し
か
け

て
き
た
の
で
、
「
力
対

力
で
は
紛
争
は
解
決
し

な
い
、
法
に
基
づ
い
た

話
し
合
い
こ
そ
解
決
策

だ
と
訴
え
て
い
る
」
と

言
っ
た
ら
「
な
る
ほ

ど
」
と
納
得
さ
れ
ま
し

た
。 日

本
共
産
党
や
憲
法

を
守
る
小
矢
部
の
会
は

７
日
朝
、
石
動
駅
前
の

交
差
点
で
８
名
が
出
て

「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
撤
退
を
」
と
プ

ラ
ス
タ
ー
を
掲
げ
て
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

全会一致で決議を採択した小矢部市議会＝３月４日、右端・砂田市議（市議会ＹｏｕＴｕｂ

小
矢
部
市
議
会
は
３
月
定
例
会
初
日
の
４
日
、

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
し
平
和
解

決
を
求
め
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し

小矢部市議会 日本共産党 

 

日
本
共
産
党
は
「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
撤
退
を
」
と
、
県
内
で
街
頭
か
ら

い
っ
せ
い
に
訴
え
て
い
ま
す
。 

 

石動駅前で「戦争反対、平和憲

法を守ろう」とアピール＝３月7

２
２
年
度
予
算
案
概
要
（そ
の
４
） 


